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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 13,048 16.5 △159 － △199 － △216 －

26年３月期第１四半期 11,204 12.3 233 △10.0 204 △15.0 47 △42.0
(注) 包括利益 27年３月期第１四半期 △215百万円( －％) 26年３月期第１四半期 18百万円(△78.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 △94.69 －

26年３月期第１四半期 20.88 20.32
　

(注) 平成27年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、
１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 27,224 3,640 13.2

26年３月期 27,022 3,904 14.3
(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 3,590百万円 26年３月期 3,869百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00

27年３月期 －

27年３月期(予想) 0.00 － 20.00 20.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 25,514 12.2 △216 － △320 － △351 810.9 △153.62

通期 54,117 11.0 922 1.6 682 △9.3 151 4.7 66.09
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）４頁「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変
更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 2,285,000株 26年３月期 2,285,000株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 85株 26年３月期 85株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 2,284,915株 26年３月期１Ｑ 2,284,951株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算
短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３頁
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、消費税増税の影響を受けたものの、消費者物価の緩やかな上

昇、企業収益の改善に伴う設備投資の増加、雇用・所得環境の好転等の現象が見られ、景気は回復基調で推移しまし

た。

調剤薬局業界におきましては、４月に国民の医療費負担削減へ向けて調剤報酬及び薬価の改定が実施され、薬局機

能に応じた報酬体系の見直しがなされるとともに、在宅医療の推進やジェネリック医薬品の一層の使用拡大が求めら

れる等、厳しい経営環境が続いております。

このような状況の下、当社グループの主力である調剤薬局事業では、新規出店及びＭ＆Ａ戦略推進等の事業規模拡

大に向けた施策に積極的に取り組んでおり、調剤薬局店舗数の増加に伴って増収となりました。利益については、調

剤報酬及び薬価の改定の影響があり、また新卒薬剤師の採用数増加による人件費を中心とした管理コストが増大し

て、減益となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高13,048百万円（前年同期比

16.5％増）、営業損失159百万円（前年同四半期は営業利益233百万円）、経常損失199百万円（前年同四半期は経常利

益204百万円）、四半期純損失216百万円（前年同四半期は四半期純利益47百万円）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

① 調剤薬局事業

当第１四半期連結累計期間においては、１店舗の閉鎖はありましたが、３店舗のＭ＆Ａ（株式及び営業権

の譲受け含む）、８店舗の新規出店を行い、事業拡大に向けた店舗展開は順調に進捗しております。当第１

四半期連結累計期間における調剤薬局事業の店舗数は297店舗（純増10店舗）となりました。

この結果、売上高は前年同期比1,802百万円増加の12,587百万円（前年同期比16.7％増）となりました。

セグメント利益は、調剤報酬及び薬価の改定の影響や新卒薬剤師の採用数増加による人件費の増大等によ

り、前年同期比218百万円減少の691百万円（同24.0％減）となりました。

② その他

当社グループでは、介護福祉事業（株式会社愛誠会）、不動産リース事業（株式会社日本医療サービス）、

医薬品卸事業（株式会社ジェネコ）及び医薬品販売事業等（ヒューマンファクトリー株式会社）を営んでお

ります。

当第１四半期連結累計期間においては、当社グループが継続して取り組んできたジェネリック医薬品（後

発医薬品）の使用促進によって、医薬品卸事業の売上高が増加しました。

この結果、売上高は前年同期比193百万円増加の1,015百万円（前年同期比23.6％増）となりました。セグ

メント利益は、介護福祉事業における人件費を中心とした管理コストの増加等により、前年同期比37百万円

減少の11百万円(同77.0％減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産合計は、前連結会計年度末の27,022百万円に対し、201百万円増加し、27,224百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末の12,889百万円に対し、6百万円減少し、12,883百万円となりました。主な要因は、

現金及び預金の減少45百万円、売掛金の減少432百万円、調剤薬局店舗数の増加に伴う商品及び製品の増加382百万円

等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末の14,133百万円に対し、208百万円増加し、14,341百万円となりました。主な要因

は、新規店舗の開発及びＭ＆Ａ(株式及び営業権の譲受け含む)等に伴う敷金及び保証金の増加73百万円、長期前払費

用の増加によるその他の増加79百万円等であります。

負債合計は、前連結会計年度末の23,118百万円に対し、465百万円増加し、23,584百万円となりました。主な要因

は、法人税等の納付に伴う未払法人税等の減少147百万円、長期借入金の減少292百万円、会計方針の変更等による退

職給付に係る負債の減少21百万円はあるものの、納税資金等の借入れに伴う短期借入金の増加550百万円、新規店舗

の開発及びＭ＆Ａ（株式及び営業権の譲受け含む）等に伴う支払手形及び買掛金の増加201百万円、賞与引当金の増

加383百万円等によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末の3,904百万円に対し、263百万円減少し、3,640百万円となりました。主な要因

は、四半期純損失216百万円の計上、配当の支払91百万円及び会計方針の変更による利益剰余金の増加28百万円等に

よるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年５月12日に公表しました平成27年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間に

ついて従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの

金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が43,970千円減少し、利益剰余金が28,299千

円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそ

れぞれ3,161千円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,202,234 2,156,419

売掛金 6,601,671 6,169,528

有価証券 30,000 30,000

商品及び製品 3,084,141 3,466,822

原材料及び貯蔵品 522 533

その他 1,028,124 1,142,303

貸倒引当金 △57,000 △81,943

流動資産合計 12,889,694 12,883,665

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,671,451 2,853,203

その他（純額） 3,486,125 3,369,659

有形固定資産合計 6,157,576 6,222,862

無形固定資産

のれん 3,713,864 3,713,247

その他 256,102 247,749

無形固定資産合計 3,969,967 3,960,997

投資その他の資産

投資有価証券 375,373 373,814

敷金及び保証金 1,658,849 1,732,159

その他 2,031,361 2,111,297

貸倒引当金 △59,908 △59,908

投資その他の資産合計 4,005,676 4,157,362

固定資産合計 14,133,220 14,341,222

資産合計 27,022,914 27,224,888
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,346,838 10,547,992

短期借入金 － 550,000

1年内返済予定の長期借入金 2,132,626 2,111,300

未払法人税等 320,337 172,536

賞与引当金 378,341 761,927

その他 1,524,206 1,377,703

流動負債合計 14,702,351 15,521,459

固定負債

長期借入金 6,221,750 5,929,300

退職給付に係る負債 408,815 386,923

資産除去債務 236,856 229,080

その他 1,548,674 1,517,283

固定負債合計 8,416,096 8,062,587

負債合計 23,118,447 23,584,047

純資産の部

株主資本

資本金 1,629,388 1,629,388

資本剰余金 510,484 510,484

利益剰余金 1,787,434 1,507,984

自己株式 △181 △181

株主資本合計 3,927,125 3,647,675

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 27,269 23,485

退職給付に係る調整累計額 △85,389 △80,978

その他の包括利益累計額合計 △58,120 △57,493

新株予約権 35,461 50,658

純資産合計 3,904,466 3,640,841

負債純資産合計 27,022,914 27,224,888
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 11,204,708 13,048,943

売上原価 9,699,012 11,657,543

売上総利益 1,505,695 1,391,399

販売費及び一般管理費 1,272,188 1,550,473

営業利益又は営業損失（△） 233,506 △159,073

営業外収益

受取利息 1,671 1,711

受取配当金 1,901 7,137

不動産賃貸料 6,816 9,325

保険解約返戻金 － 274

受取手数料 4,267 4,720

その他 8,838 14,449

営業外収益合計 23,496 37,618

営業外費用

支払利息 41,010 48,131

不動産賃貸費用 7,536 9,108

支払手数料 2,999 19,723

その他 826 1,498

営業外費用合計 52,373 78,460

経常利益又は経常損失（△） 204,629 △199,915

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除売却損 86 10,970

固定資産圧縮損 － 4,103

減損損失 33,185 401

特別損失合計 33,272 15,475

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

171,357 △215,390

法人税、住民税及び事業税 254,388 161,080

法人税等調整額 △130,750 △160,117

法人税等合計 123,638 962

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

47,719 △216,352

四半期純利益又は四半期純損失（△） 47,719 △216,352
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

47,719 △216,352

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29,261 △3,783

繰延ヘッジ損益 73 －

退職給付に係る調整額 － 4,410

その他の包括利益合計 △29,187 626

四半期包括利益 18,532 △215,725

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18,532 △215,725
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

事業の廃止

当社は、平成26年７月25日開催の取締役会において、当社の100％連結子会社である株式会社ジェネコの事業

を全部廃止することを決議いたしました。

(１) 廃止の理由

株式会社ジェネコは、後発医薬品の卸事業を目的に設立され、主に当社を顧客として、後発医薬品の卸

事業を展開しておりました。

この度、当社グループにおける事業内容、役割分担等の見直しを実施し、諸事情を総合的に勘案した結

果、株式会社ジェネコの卸事業を廃止することを決定いたしました。

(２) 廃止する事業の内容、規模

① 廃止する事業の内容 後発医薬品の卸事業

② 規模 1,507,926千円 (平成26年３月期売上高)

(３) 廃止の時期

平成26年９月30日(予定)

(４) 事業廃止が営業活動等へ及ぼす影響

株式会社ジェネコの売上高のほぼすべてが当社グループへの売上高であるため、当該事業の廃止が当社

の経営成績に及ぼす影響は軽微であります。

なお、事業廃止に伴う費用又は損失については現在精査中です。
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４．その他

（１）偶発債務

　（訴訟関連）

当社は、平成24年11月21日付で、調剤薬局店舗の新規出店に関し、契約準備段階における信義則上の注意義務違

反があったとして、株式会社仁田工務店（以下、「仁田工務店」という。）より、損害賠償請求訴訟の提起を受け、

現在係争中であります。

当社は、仁田工務店との契約交渉において信義則上の注意義務違反はなかったと認識しており、裁判において当

社の正当性を主張して争っていく方針です。

本訴訟について、平成26年４月16日に東京地方裁判所より、原告の請求（160百万円及び付帯する年６％の割合に

よる利息）を棄却し、併せて訴訟費用は原告負担とする判決が言い渡されました。訴訟を提起した仁田工務店は、

当該判決内容について不服があるものとして、平成26年４月30日に東京高等裁判所に控訴しました。控訴の内容は、

原審判決の取り消し、訴額160百万円及び付帯する平成24年12月1日から支払済みまでの年６％割合の利息及び訴訟

費用の当社負担を求める旨を主張するものとなっています。

今後の訴訟の推移によっては、当社の経営成績に影響を及ぼす可能性がありますが、現時点では不明であります。
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